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地元学生ボランティアの可能性
～台風19号支援活動で“できたこと/できなかったこと”～



令和元年台風19号災害について

2019年10月12日、台風19号が伊豆半島から上陸し、

東北、関東地方を中心に広域かつ甚大な被害が発生。

11月１日、今災害を「激甚災害」に指定。

○全国的な被害状況
【人的被害】
死者：98名 行方不明者：３名 負傷者：484名

【物的被害】
全壊：2,806軒 半壊：18,336軒 一部破損：20,510軒
床上浸水：18,702軒 床下浸水：28,605軒

参考：内閣府HP（11月26日閲覧）



岩手県内の被害状況

沿岸地域（久慈～釜石間）を中心に甚大な被害が発生。

※滝沢市内でも家屋の屋根が飛ばされる被害。

三陸鉄道の運転見合わせ、各地でも道路崩落による通行規制。

○被害状況
【人的被害】
死者：３名 負傷者(重/軽傷含)：８名

【住家被害】
全壊：41軒 半壊：734軒 一部破損 1,545軒
床上浸水：46軒 床下浸水：114軒

参考：岩手県HP（11月26日閲覧）



釜石市・千鳥町



山田町・田の浜地区



山田町・田の浜地区



釜石市・佐須地区



普代村



災害ボランティアセンターの開設

沿岸地域では各地で災害ボランティアセンターを開設。

市町村名 設置日 開設場所 備考

久慈市 10/15 久慈市役所 ※11/17閉所

野田村 10/16 野田村保健センター ※通常VC対応

普代村 10/16 普代村自然休養村管理センター ※11/17閉所

田野畑村 10/16 島越地区コミュニティセンター ※11/23閉所

岩泉町 10/14 岩泉町社会福祉協議会 ※11/8閉所

宮古市 10/15 イーストピア宮古 ※11/24閉所

山田町 10/16 山田町保健センター⇒山田町社協 開設中

大槌町 10/18 大槌町社会福祉協議会 ※通常VC対応

釜石市 10/14 シープラザ釜石 ※市内ボラ限定

表 岩手県内における災害ボランティアセンターの開設状況



岩手県立大学内での動き

○田野畑村社会福祉協議会、釜石市社会福祉協議会からボランティア支援の
依頼があり、送迎車両を運行

【活動状況】
・１０月２７日（日）＠田野畑村 参加者：８名
・１１月１ 日（金）＠釜石市 参加者：５名

▲田野畑村での活動

▲釜石市での活動

○学生団体（サークル）企画によるボランティアバス
運行にかかる費用の助成

「被災地支援を行う学生ボランティア活動への
支援事業」の助成によりボランティアバスを運行

【活動状況】
・11月４日（月・祝）＠久慈市 参加者：11名
・11月10日（日）＠久慈市 参加者：９名



いわて学生ボランティアネットワークの動き

“いわて学生ボランティアネットワーク（SVN）”とは…

岩手県内の学生相互の連携・情報共有を促進し、学生の地域活動の発展を
目的としてH27年に発足。岩手大・県立大・盛岡大の学生団体による定期的な
連絡会・研修会を実施。

▲ネットワーク連絡会の様子

○ネットワーク連絡会＠岩手大を実施（10/25）
⇒各大学・団体の動きを共有

議論の中で挙げられた「悩み」
“現地のリアルタイムの情報が分からない”
“学内の動きだけでは現地に行く機会が少ない。
自腹を切ってでもレンタカーを借りて行こうとしてる”

『情報収集（または発信）』、『移動手段の確保』を
いわて学生ボランティアネットワークとしてサポート

岩手県立大学

学生VC
盛岡大学

学友会ボランティア

委員会結-You- 岩手県立大学

風土熱人R

岩手県立大学

復興
girls&boys*

岩手大学

三陸復興サポート
学生委員会

Etc…

相互の連携・協働

連絡調整



いわてNPO災害支援ネットワークとの連携

• 県内の災害VCの運営支援、状況把握を行っている「いわてNPO
災害支援ネットワーク（INDS）」からの情報共有、送迎協力

いわてNPO災害支援
ネットワーク（INDS）

【活動先】
ボランティアの参加見込みが少ないと
想定される地域（久慈市・田野畑村等）

・災害VC運営支援
・技術系ボラの
コーディネート

・相談
・情報提供

いわて学生ボランティア
ネットワーク（SVN）

岩手県内の学生団体

・学生ボランティアセンター（県立大）
・復興girls&boys*（県立大）
・風土熱人R（県立大）
・三陸復興サポート学生委員会（岩手大）
・ボランティア委員会結-You-（盛岡大）
・盛岡医療福祉専門学校 …など

・相談
・情報提供

・情報提供
・活動の呼びかけ
・参加者の取りまとめ

活動へ参加

情報提供

【構成団体】
いわて連携復興センター、SAVE IWATE
フードバンクいわて、遠野まごころネットなど

災害ボランティアセンター

・送迎協力
・活動先調整



学生ボランティアの活動状況

No 日にち 活動場所 参加者数 移動手段

１ 10/14（月） 釜石市 ３名 自家用車

２ 10/18（金） 宮古市 ２名 自家用車

３ 10/20（日） 田野畑村 11名 INDS送迎協力

４ 10/21（月） 釜石市 １名 自家用車

５ 10/22（火） 宮古市 18名 ボランティアバス

６ 10/25（金） 釜石市 ３名 自家用車

７ 10/27（日） 田野畑村・久慈市 １２名 県大公用車・INDS協力

８ 10/31（木） 山田町 ２名 自家用車

９ 11/１（金） 釜石市 ５名 県大公用車

10 11/２（土） 釜石市 ４名 自家用車

11 11/３（日） 宮古市 ４名 関係者送迎協力

12 11/４（月） 久慈市 11名 ボランティアバス（県大）

13 11/９（土） 久慈市 ４名 自家用車

○学生ボランティアの活動状況（発災～現在まで）



学生ボランティアの活動状況
○学生ボランティアの活動状況（発災～現在まで）

No 日にち 活動場所 参加者数 移動手段

14 11/10（日） 久慈市 ９名 ボランティアバス（県大）

15 11/16（土） 久慈市 ４名 関係者送迎協力（県大OB）

16 11/17（日） 久慈市 ６名 INDS送迎協力

17 11/20（水） 山田町 ３名 自家用車

18 11/23（土） 宮古市 ２名 自家用車

※「いわて学生ボランティアネットワーク」参画団体による活動のみ記載。

延べ活動日数18日 104名参加



参加学生の感想
～田野畑村での活動を通じて～



田野畑村の概況・活動概要

〇被害状況

【人的被害】

死者：1名

【住家被害】

半壊：2軒（土砂崩れによる被害）

断水戸数：150戸（10/13～10/15）

【その他】

がけ崩れ 6件（人的・人家被害なし）

〇活動概要

家屋の泥出しやごみ捨て

参考：内閣府HP（11月26日閲覧）



田野畑村での復興支援活動について

日時: 10月20日（日）

参加学生数：11名

移動手段：

・いわて連携復興センター

・フードバンクいわて

・いわてNPO災害支援ネットワーク

の協力による送迎

参考：コトバンク 田野畑村（11月26日閲覧）

















今回の支援活動における
成果と課題



【成果】
○大学・所属の垣根を越えた学生間の協働
…「いわて学生ボランティアネットワーク」を中心に大学・所属の垣根を
越え、互いの資源（情報・モノ・人）を共有しながら活動ができた。

…平時からのつながりが災害時の柔軟な動きに作用。

○INDS等外部組織との協働
…INDS等外部組織との情報共有・送迎協力により、活動先の調整が
スムーズに行われ、学生ボランティアの移動手段も確保できた。

…現地の状況を考慮したマッチングが可能となった。

○“学生”だからこそ生まれる住民との距離感
…地域住民、他ボランティアとの会話のきっかけ（雰囲気づくり）

…学生アウトリーチの可能性



【課題】
○学生ボランティアの移動手段
…大学公用車の運行、INDSの送迎協力等がありつつも、依然として
学生ボランティアの移動手段の確保が難しい。

○計画的な情報発信・活動企画
…移動手段の調整もあり、週ごとのボランティア募集であったため学生
の間でも日程調整が難しかった。

○「災害・ボラサポ」申請のハードル
…ボランティアバス委託費獲得のため「災害ボラサポ・台風19号」の
申請を検討したが、採択が１月以降で財源が乏しい学生団体では
代金の立替え・不採択時のリスク等ハードルが高い。

…大学からのバックアップ（立替え等）は可能か？



今後に向けて



今後に向けて

①継続的な支援活動（山田町）
…山田町は役場の意向もあり、12月まで災害VCを開設中。
現地のニーズ等を考慮しつつ、必要であれば現地活動を検討。

②学生ネットワークの拡充・充実

…台風10号（2016）・西日本豪雨（2018）に続き、平時からの繋がり
が災害時に活きることが分かった。今後も大学・所属を越えた
学生間の交流・連携を図るきっかけづくりが必要。


